








要約:高校卒業以降の心臓障害児を選び、個別面接法により心臓障害、職業、教育、福祉の

関係を中心にデーターを収集し、分析、検討した。その結果、1.職業能力向上のための教

育、2.サークルヘの参加の積極的推奨、3.教育、福祉などに関する給付は各々個人に付加

するなどの結論を得た。 


